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（2）地域発イノベーション事例普及
　東北大学との共催により「地域発イノベーション・カフェ」を開催し、研究成果を発表するとともに、

「常識への挑戦」をテーマにパネルディスカッションを開催した。パネラーからは、常識へ挑戦していく
際にどのような、プロセスを辿ったか、困難な状況をいかにして打破していったかなどについて、経験
を踏まえた話があった。
　参加者からは、経営者の生の声に触れ、「東北地方におけるイノベーターの方々の想いに触れること
ができ大変貴重な機会だった」、「皆さんのもっている言葉の力に感心した」などの感想が寄せられ大変
好評であったことが伺えた。

【 開 催 概 要 】

日時：平成27年2月27日（金）18:00 ～ 21:00
会場：東北大学片平キャンパス　エクステンション教育研究棟
プログラム

①	開会挨拶　東北大学大学院経済学研究科　教授　　　　　　　　　　　福嶋　路氏
②	パネルディスカッション　テーマ「常識への挑戦」

パネラー
農業生産法人 株式会社 GRA　営業統括・財務統括 　　　　　　　 　塔本 幸治氏
株式会社悠心　代表取締役社長　　　　　　　　　　　　 　　　　　二瀬 克規氏
会津富士加工株式会社　代表取締役社長　　　　　　　　　　　　　松永 茂氏
株式会社グレースハープ・インターナショナル　代表取締役 CEO　　二瓶 佳子氏
株式会社ワイヤードビーンズ　代表取締役社長　　　　　　　　　　三輪 寛氏
ハバタク株式会社　代表取締役 　　　　　　　　　　　　　　　　　丑田 俊輔氏

司会
東北大学大学院経済学研究科地域イノベーション研究センター　特任准教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 竹井　智宏氏

③	閉会挨拶　東北大学大学院経済学研究科教授　地域イノベーション研究センター長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 藤本　雅彦氏
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【開会挨拶】　東北大学大学院経済学研究科　教授　福嶋　路氏
　本プロジェクトはイノベーション不毛の地といわれる東北に、実際にはイ
ノベーターがいるのではないかという仮説に基づきスタートした。本年で４
年目となる。目的はイノベーターを発掘して、広く皆さんに紹介することで
ある。本年は「常識への挑戦」というテーマで研究を進めた。アルバートア
インシュタインの言葉に、「常識は１８歳までに集めた偏見のコレクション」
というのがあるが、時として常識は人間が新しいものを生み出すことを阻害
する要因となることがある。本日は、この常識に挑戦した６人の方々におい
で頂いている。それぞれが常識に挑戦するプロセスにおいて、どのように考
え、何を悩み、どのように乗り越えたのか、直接生の声を聞けるよい機会だ
と考えている。

　本日は貴重な体験を皆さんに語っていただき、参加者の皆さんが常識に挑戦し、イノベーションを
起こすための知見を得られればと思う。

【パネルディスカッション】
　パネラーの事業の内容、自己紹介ののち、ディスカッションを行った。様々な発言があった中から、
事業を展開する中で、常識の壁や、従業員や関係者との軋轢などの困難な状況をどのように突破したか
について、各パネラーの発言の一部を紹介する。（文中敬称略）

二瀬：�改善は多くの人に理解してもらえるが、革新は反対者が多くほとんど
理解してもらえない。それは周りから非常識だと思われるからである。
普通の人には常識をなかなか破ることはできないが、実は破る方法が
ある。それはまず「実際にものを作って見せる」これが自分のエネル
ギーが小さくて済み、最大の効果を得る方法だ。モデルを作ってみせ
る、そうすれば理解者が増える。ある程度、外観・形を作って説明すれ
ば、理解者が増え、夢・希望を持たせることができると考えている。そ
こから作りこんでいくことが大事である。

三輪：�私どもの会社は実はＩＴの企業である。実際は１個５０００円もする
グラスを売っているが、どういう考えでやっているかというと、自分
が欲しいものには必ずマーケットはあると思ってやってきた。これが
売れるか売れないかをディスカッションし、自分が欲しいかどうか、
いくらだったら買うかがマーケティングのスタートである。銀行には

「何を言っているの」と言われたこともあったが、5年間試行錯誤して
きた成果が最近はファンドや、マーケットにも理解されるようになっ
てきたと思う。形で見せることで解ってもらえるようになってきた。
一方、このようなプロセスを通して、一人ひとりを説得し、努力を続け、
会社の背骨を作るような取り組みがなければ、事業継続は難しいと考
えるようになった。
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松永：�従業員のアンケートを実施し、農業がやりたいという声が多数あった
のでスタートした。しかし、実際の事業展開では、ほとんどの従業員
に迷惑をかけた。従業員はある程度で満足するが、社長の私だけが満
足しないので、白い目で見られた。例を挙げれば、野菜が出来上がっ
てくると、味や見た目について従業員はある程度で満足するようにな
る。私だけが他のどれよりもおいしいレタスを追求し従業員に負荷を
かけた。品質を追求することで、何百、何千というレタスも捨てた。
常識に挑戦することで、多くの人に迷惑をかけるということが分かっ
た。常識の範囲内で動けば良かったかなと思うこともあるが、挑戦し
たことで、いろいろな方面で注目を集め、水耕栽培の認知度が高まっ
たと思う。

二瓶：�自分ではチャンスとしか思えないことも、無謀だとか、すごいリスクだ
と言われることがあった。パキスタンで1500台のハープを長期独占契
約で購入したときは、自分では７０パーセント以上可能性があれば実行
と考えていた。何も決めないでは帰りたくない気持ちだった。パキスタ
ンは貿易に関する銀行間の取引もなく、ここは命をかけて、独占販売権
をとるために前払いで現金でいくしかないと思い決断した。
契約するときは、取引相手に私を通して日本を見てもらいたいと思い、

「私」ではなく、「私の国」という言葉を使って日本の市場の可能性につ
いて語った。
日本に帰って、社員にハープ事業に転換することを話したら2名しか
従業員が残らなかった。私自身も「何で？」と思ったが、従業員も「何
で？」と思ったのではないかと思う。

丑田：�最初に東京から、秋田の五城目町に拠点を移すと話したときは、従業
員に驚かれたが、最終的には送り出してもらった。これまでも創業1
年目にベトナムに子会社を作るなど、突然の決断をすることは多かっ
たが、創業メンバーと相談したり、出会った方々に助けられたりして、
これまで事業を継続することができた。ニーズがある切り口から少し
ずつ事業を拡大してという方法で、「夢みがちな部分」と「現実の経営」
の折り合いをつけてきたと思う。そのプロセスの中で私自身の学びが
あり、また新たな問題意識を見つけていくという繰り返しである。

塔本：�私はトップの立場ではないのだが、社長が予期せぬ動きをするので苦
労する。積み上げてきた積み木を「ガシャッ」と崩されるような感じで
ある。社長が週に2日～ 3日くらい農場に来るが、その日は仕事にな
らない。二瀬さんもおっしゃっていたが、上に上がらないと見えない
というのは事実で、社長が見ている世界は、われわれが見ている世界
と違っている。見えない人間があれこれ言っても仕方がないので、最
後はその人間を信じるかどうかだと思う。代表の岩佐を心身ともにフ
リーにすることが私の仕事と思っている。社長が当たり前のことを言
い出したら、新しいものは生まれないし、フレッシュさは生まれない。
それを作っているのが社長だと考えている。
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竹井：�パネラーの方々から金言がこれでもかというほど出たディスカッショ
ンであった。私から最後に2つ申し上げたい、ひとつは「鎖につながれ
た象」という話である。象を子供のときに杭につないでおくと大人に
なって力が強くなっても杭を抜こうとしないという話だ。実際動いて
みると、杭が案外簡単に抜けてしまうということもあると思う。もう
ひとつは「東北気質」というのを打ち破りたいと考えている。東北人は
一般的には目立たない、争いを好まない、おとなしいというイメージ
があると思うが、過去に遡れば、この地は伊達政宗のように「伊達者」
といわれて、派手な格好でアグレッシブに天下を狙うような人物が存
在した場所だ。東北地方を大胆にチャレンジする人間がいっぱいいる
ところに変えていきたいと思っている。会場の皆さんとその一歩が踏
み出せればと思う。

【閉会挨拶】東北大学大学院経済学研究科地域イノベーション研究センター長
　　　　　藤本　雅彦氏

　今日6人のパネラーのお話を聞いて、共通していることは傍らからは非
常識に見えることでも、この6人の皆さんにとっては、非常識なことをやっ
ているというお気持ちがないということだ。何が最終的に成果を出す鍵か
というと、愚直に人を説得し続けているということだと思う。そういう意
味では、当たり前のことを非常識に続けることが大切であるということが
今日の気づきである。参加者みなさんの中から一人でも多く常識に挑戦す
る方が現れることを期待している。

【アンケートより】
　本イベントの参加者の感想として参加者からは以下のような意見が寄せられ、大変好評であったこ
とが伺えた。
・�自分の中に確信がある方々と感じた。この確信はどこから生まれるのか、成功し続ける人とそうで

ない人との違いは何か気になった。
・東北地方におけるイノベーターの方々の想いに触れることができ大変貴重な機会だった。
・�「常識への挑戦」≒「常識破り」ではあるが、決して‘非常識’ではない。まさに‘経験は力’であり取

り組んだ人にしか話せないことがあると感じた。
・皆さんのもっている言葉の力に感心した。

以上




